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【防災情報】（記者発表）仙台河川国道事務所

防災情報（第１５報）

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所

平成２３年 ３月１３日 ８時００分発表

平成２３年 ３月１１日（金）１４時４６分頃発生した宮城県沖を震源とする地

震により、仙台河川国道事務所管内では、震度７を観測しました。

このため、仙台河川国道事務所では、１４時４６分に非常体制に入りました。

巡視・パトロールによる所管施設の点検を実施しております。

被災の状況等は以下の通りです。

今後の情報に十分な注意をお願いします。

１．仙台河川国道事務所の体制について

１）非常体制 １４時４６分に災害対策支部を設置

２）TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の調査について

本日より河川・道路において、被災状況調査を行います。

２．所管施設の状況

１）河 川

阿武隈川 左岸10.6k鉄道橋、右岸8.2k阿武隈橋（岩沼市）から下流の

河川パトロールを開始しました。

名取川 左岸2.2k,右岸2.0kの仙台東部道路名取川橋より下流の

河川パトロールを開始しました。

○被災状況(別紙資料参照）

阿武隈川 現在のところ３６カ所の被災が確認されております。

（堤防の亀裂・法面崩壊・堤防の沈下）

樋管等の被害も確認されております。

名取川 １３カ所の被災が確認されております。（堤防の亀裂）

２）海 岸

被害の状況を収集中です。

３）道 路

○ヘリコプター巡視により確認

１）国道４５号

歌津大橋（南三陸町歌津） 落橋

二十一浜橋（気仙沼市本吉町） 橋の前後寸断

小泉大橋（気仙沼市本吉町） 落橋



○通行不能の箇所は以下のとおりです（別添参照）

三陸道（鳴瀬奥松島IC～登米東和IC） 約４５ｋｍ

応急復旧完了、９時より緊急車両のみ通行可能。

国道 ６号 山元町坂元地内 路面陥没

山元町坂元～福島県境 約３ｋｍ 冠水・路面陥没

国道 ４５号 多賀城市八幡～松島町高城 約３０ｋｍ 冠水

国道 ４５号 東松島市牛網～岩手県境 約１０６ｋｍ

大津波警報のため確認不可能

国道１０８号 石巻市蛇田地内 約０．８ｋｍ 冠水

○片側交互通行の箇所は次のとおりです。

国道 ６号 山元町坂元地内 段差

国道 ４８号 仙台市八幡（落石のため）

仙台市作並（法面崩壊のため）

○歩道橋の使用不能の箇所は以下のとおりです。（車道は通行可）

国道 ４号 霞ノ目横断歩道橋 階段落橋

○パトロール結果

（通行可ですが、走行の際は、徐行等をして十分注意して運転してください）

国道 ４号 宮城県内全線 路面に段差あり

国道 ６号 岩沼市～山元町高瀬 段差・落石等あり

国道 ４５号 仙台市～仙台港IC 段差・落石等あり

国道 ４７号 宮城県内全線 路面に亀裂あり

西道路、国道４８号宮城県内全線 段差・落石等あり

○出張所の被災状況

気仙沼国道維持出張所 津波により損壊

上記以外の路線については、現在確認中です。情報が入り次第お知らせいたします。

※ アンダーラインは、第１４報からの追加・変更の情報です。

＜発表記者会：宮城県政記者会、東北専門記者会＞

お 問 い 合 わ せ 先

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 ＴＥＬ ０２２（２４８）４１３１

（河川）河川管理課長 畑山 作栄（内線３３１）

（海岸）調査第一課長 齊藤 正道（内線３５１）

（道路）道路管理第一課長 中鉢 一人（内線４３１）



凡例
・・・堤防の被災
・・・樋管等の被災
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写真①

 

堤防沈下
（河口から右岸３１．０ｋ付近

 

角田市堂畑地先）
写真②

 

堤防沈下
（河口から右岸２２．０ｋ付近

 

角田市坂津田地先）

写真③

 

堤防縦断亀裂（クラック）
（河口から右岸３１．０ｋ付近

 

角田市堂畑地先）

写真④

 

堤防法面崩壊
（河口から左岸２１．０ｋ付近

 

角田市江尻地先）



凡例
・・・堤防の被災

東部道路下流については、

８時より巡視開始
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